このたひは本品をお買いあげいただきましてまことにありがとうございまず。 

■ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しく使巧 
してください。 

この「取扱説明書」は、保証書と共に大切に保管しておいてください。 

■间捆のアフターヴービス登録力ードは必ずご投函ください。 


A な険 
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使用燃料：灯油 
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巧気が要 

1時間に！〜2回 
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A 注意 

変賢不網1使用厳禁 
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取扱説明書 
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お使いになる前に 


使いかた 
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ち < じ 


ま全のために必ずお守りください 

使用する榻巧 . 

各部のなまえ . 


操作部•表示部のなまえと使いかた、 r 点灯」-「点滅」の意巧 


お使いになる前の準備 


製品と同捆品を取り出します 


巧油について 


給油のしかた 


点乂前の準備 


使いかた 


点乂 (通常運転) 


炎の状態 


室温の調節 


巧油セーブ運転 


タイマー運転のしかた 


消乂のしかた 


消乂後再点火するとさのま意 I 


消し忘れ消乂装置の使いかた 


ク U —ニング燃焼表示 


換気を意表示の見方 


チャイルド□ックの使いかた 


安全装置’ 


点検-手入れ . 

故障.異常の見分けかたと処置のしかた 


異常のお知5せ_ 


故障かなと思ったときに 


部品交換のしかた . 

保管のしかた(長期間使用しない場合) 

廃棄ずるとき . 

仕様 . 

ア フターサー ビス . 
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安全のために必ずお守りください 

>お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品をま全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明していまず。 

>ここに示した表示は、誤つた使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度を次の表示で区かし.説明しています。 


I むマリしりこに、 I ぺ谷を、がの粒'おの C にガしています< 


>祝明又甲の I お願い」 事巧は、本磯を誤0なく正しくお使いいただくための内容び記載ホれ ています: 


A 危険 （ danger) 


I 全ガソリン使用禁止 I 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないで<ださい t 
少量の混入でを、火災の原因になります。 


歡、震幾 


ii 


0 ® ® ® 

この絵表示は、 r 禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「注意」していただく内容でず。 

〇を爲 

この絵表示は、必ずしていただく r 指示」内容でず。 


A 危険 ( danger ) 

この表おを無視して、誤った取扱いをずると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、ま 
たは火災のを険が差し迫って生じることが想啟れる内容を示してしほず。 

么警告 ( WARNING ) 

こ備示を無視して、誤った麵いをずると、人び死ご、重傷を負う可能性、 
または火災の可能性び想定される内容を示していまず。 

A 注意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負5可能性や物的 
損害の発生び想定される內容を示していまず。 


A 

警告 （ WARNING) 


「★スプレー吿厳禁1 

スプレー宙やカセットこんろ用ボンベなどを、ス1 ブの前面や温風の 

あたるところし放置しないでください。 で^ 

熱で吿の圧力が上がり、爆発し、危険です。 胃 


み換気必要1 

•換気せずに使用しつづけないでください。酸素び不足すると、不完ホ 
燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびありまず。 ）L 

• 使用中は必ず]時間に1〜2回 （ 1〜2分)換気して、新鮮な空気を補 
給してください。（窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない 
場所では、使用しないでください。 

^換気 

达温風吹出 □ (ルーパ‘一）をふさがない」 

を類、紙などで温風吹出口（ルーバ ー) や燃焼空気取天口（給気フィルタ iX 1 

-)や温風空気取人□をふさびないでください。 {7 巡 V V 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃焼や乂災の原因 L なります。 -叫^ が1卜 

方巧類の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使用しス 
落下したあ類に乂びつを、> 

巧 

よいで < ださい。 

^災の原因1^な0ます。 ^ 


1★寝るとき消が ^ 

寝るとさやが出すると去は、必ず消火し、火び消えていることを確認し 
てください。 IS 

、予想しない事故び発生するおそれびあります。 

^ II 

消义 . 


お使いになる前に 






ま全のために必ずお守りください 



告 （ WARNING) 


i ★巧蜂 t 性ガス使用厳禁 

スーブ春梗用している部屋で、可燃性ガスび発生ずるちの(ガソリン、 
ベンジン、シンナー)、スプレーを使用しないでください。 

乂災や故障の原因にな0ます。 




意に AUTION) 


I ★カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいをののそばなどでは使用しないでください< 
毛布やふとんなどを近<に置かないで<ださい。 

义災び発生するおそれびあります。 


★給油時消が 


給油は、必ず消火して、本体温度び充分下びってから、火の気のないと 
ころでおこなって < ださい。 

义災のおそれびあります。 


★居室内給油禁止 I 

給油は、必ず火の気のないところでおこなって < ださい。 
义災のおそれびあ0ます。 



I ★油漏れ確認 I 

給油□□金は確実に締めてください。 

給油ロロ金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給油□口金を斜めに締めたりすると、簡単に給油□□金び外れて、乂災 
のおそれがおります。 

• 油が漏れる状態で使用しないで<ださい。火災のおそれびあります。 

I ★異常時使用禁止 1 

におい、すすの発生、炎の色など異常を感じたとさは使用しないでくださし、。 
運転スイッチを巧して r 切」にしてください。 

異萬燃焼のおそれびありまず。 

•万ーストーフか!5火び出たり、床などに火びついたときは、あわてず 
に消乂器で消火してください。 





★ほこりの除去 



燃焼空気取入 □ (給気フィルター）や温風空気取入口は、週1回し U ^ 

上必ず掃除してくださレ。 

ごみ、ほこりなどで燃焼空気取入口（給気フィルター）や温風空気取 
入□びつまると、異萬燃焼のおそれびありまず。 _ (! S 貫勝 ) 

I ★温風に直接あた！ 5 ない•ふく射熱に長時間あた目ない1 

温風に直接長時間あたったり、ストーブの前に長時間い続けないでくだレ 
さい。ほ温やけどや脱水症状になるおそれびありまず。 J 

温風 を直接吸い込まないでください。気分び悪くなることびあります 。给 

\ ★移動 • 運搬す羣と孝を達童 

ス I -ーブはひさず5ないでください。床面、じゅラたんなどを傷つけた 
り、本体底面の塗斜びはびれて、さびの原因になるおそれびありまず。 

ストーブを移動する時は、必ず消义し、油タンクをおいて傾けないよラに静 
かに移動して < ださい。油び漏れた0、火災になるおそれびあります。 

修理-弓 I 越しなどストーブを運搬される時は、必ず油タンク、油受けざ 
5のな油をあいてください。巧油びこぼれ周囲を巧すおそれびあります。 



温風空気取入 □ 


0 

禁 ih _ 

〇 

確認 

0 

使用禁止 


〇 

_ i 旨示_ 

;0 

禁止 

〇 











★電源コ_ードを傷めなし下 


電源コードに無理な力を加えたり、傷付けたり束ねたり、物をのせたり 
加工しないでください。 

また、電源プラグを损くとをは、コードを持って弓 I を紀かないでくだごい。 
電源コ~ドが破損し、火災や感電の原因に なりまず。 

み^長期間使用しないときは電源プラグを抜。 

長期間使用しないときは電源プラグをコンセントか5掠いてください。 
乂災や予想しない事故の原因となりまず。 

I ★電源プラグは確実に差し込む 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し化んでください。 
f また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。、 

I 火災の原因になりまず。 ) 

めれた手での损を差しはしないでください。 

感電の原因になります。_ 

み電源プラグのお手入れをず句 

とをどさは電源プラグを抜を、ほこり（及び金属物)を除去してください。 
(ほこりや異物びたまると湿気などで絶縁不良になり）乂災の原因になり 
ます。 

みお子様やお年寄りのご使用に注意] 

お子様やお年寄り、体のご不自由な方びお使いになる場をは、やけどが、 
部屋の換気などについて、周囲の人び充分に注意して<ださい。 


★腰をかけた D 物をなし、] 

ス I -ープの上にのったり、腰をかけたりしないでください。 

ス i -ーブの故障や、やけどのおそれびあります。 

ストーブの上に花びんや、水を入れたをのなどを置かないでください。 
水びかかると漏電や故障のおそれびあります- 


0 

% 

電源プラグをお< 

〇 

指を 

〇 

指示 

Q 

指示 

0 


「★指や異物を入がよし勺 

燃焼部（炎筒）の上やガードの中に指や異物をのせたり入れないでくだ 
ごし、。 

けびや火災のおそれびあ 0ます。 _ 

I ★分解修理•改造の禁止 j 

故障、破損した5、使用しないで<ださい。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造は危険です。 _ 

み保管時にしていただくこと] 

長期間使用しないとを、または保管するとさは、必ずな油を抜き電源プ 
ラグをコンセントか5损いてください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

抜を取れなかつた灯油び漏れたり、火災のおそれびあります。 



0 

禁止 

分解禁止 

〇 


女局温部接触禁止 ) 

燃焼中や消火直薇は、高温部、温風吹出□(ルーバー)やガードに手など 
ふれないで < ださい。 

やけどのおそれびあります。 


意に AUTI 日 N) 


お使いになる前に 






安全のために必ずお守りください 



意 （ CAUTION) 


I ★廃棄ず るとき 

ス I ブを妻処分するときは、必ず油タンク、油愛けざら内の'な油を抜を取ってくださ 
い。巧4ページ参照） 

灯油が入ったまま廃棄ずると U サイクルの隙思わ城事故 び発生ずるおそれびあります。 

睐次の場所では使用しない! 火災やそ想できないき故や故障の馳になりまず C 


(; 水平でない場 所、不ま定な場所;） 

•傾斜した場所や振動の激しし化ころでは、使用しない 
で < ださい。 

対震自動消火装置び誤作動ずることびありまず。 
•しっかりしたじよラぶな床面で使用してください。 

• 不安定な台上で使用しないで < ださい。転落ずるお 
それびをり危哮です。 

(暖炉などストーブが囲われる場所） 

•隨炉や押入れに入れての使用など、特殊な使い方を 
し ないで < ださい 。火災の原因になります。 

0まこりや湿気のをい場所） 

• 燃焼空気取入 □ (給気フィルター）や温風空気お入 □ 


〇 

指示 

0 


(1のぁた1_場戸^^部酵出入口(屋夕ゆ 

•風のあたるところでは使用しない 使巧禁止 
で < ださい。炎び出てを険でず。 

掃除機の扫励こも注意してください。 

• 部屋の出入□など人 I~^~~I 

の通るところ、人びぶ /^- L 4 

つかったりつまずく場^ 

所で使用ずると、転倒 
して事故や火災び起^巳^ 

きるおそれびありまず。 J し I /乂の I 

をを定な物をのせた棚などの下) 


苗品 綱鹏彌人 □ 

び目づまり状態になり、異常燃焼や異常過熱を起こし、 U 1 射 U ホのあにる％巧、;皿度の巧い柄户斤ノ) 


事故になるを 険性があ りまず。 •異常燃焼を起 [ 

角•美容院、_クリ- ニ ング店などスプレ-や化学麵を使う場恥 • 體違ぞ抓 

• 理•美容院、メッキ、塗装工場、電子部品組立工場、繊維 歷二の, 
関係工場などでは使用しないでください。 け J 燃巧でスの発:: 

器具の故障や、腐食性ガスの発生により金属、鏡、ガ • 爆発や火災の jj 
ラスなどを傷める原因となります。 （^ご互豆巧~を 

• 石油フアンヒ-夕-で廳房ずる部屋ではシリコ—ンを -SUSS 
配合した枝毛用コート液やへアート U —トメント（枝 • 予測でをない i 
毛用）は点乂 S スや、途中消火など故障の原因になり ます。 

ますので使用しないで<ださい。 

(高地 （ISOOmJ； (上の場所り 

• 酸素濃度が薄いので不完全燃焼しまず。 

• 80日〜13日日 m では調整び必要でずので販売店までお問い合わせください。 


[★可燃物(木壁、合板、ふずまなど)との距離を離ず1 j , 

•ストーブ上方の棚などとの距離はがず1 m 政上あけてください。 L 
•上方の棚などからの落下物びないよラにしてください。 

•特に、力ーテンなどびストーブにみれないよラにしてくださし 
. 家具などか6は充分な距離をとってください。 一一~~« 

(熱で変おや変色、自然発火することびあります。） バミ 


• 異常燃焼を起こすおそれびあります。 

• 油タンクの好油びあふれ出て义災のおそれ 
びあります。__ 

角燃性ガスの発まずる場所、またはたまる if 巧) 
• ■歴をを^學号因になります。 

(温室 • 飼育室など人のいない場所） 

• 予測でをない事故び発生するおそれびあ D 
ます。 



0 

使用禁止 




願い （ NCmCE) 


I ★シリコーン配含製おを使用 しない I 

•ス トーブ(石油 フアン ヒーター)で暖房ずる部屋では、シ1」コーン配含製品（ムース-クリーム.液 
体スプレーなどの枝毛用へアート U — トメント類、つや出し剤や、防水スプレーなど)を使用しな 
くだ兰い互点火ミス-途中消火などの故障の原因になります。 

にだ由の MS ] ♦灯油の廃棄処分は、丹油をお買いホゆになった販売店にご相談ください。 



















使用する場所 


★効果のに使用するために _ 

N 

J 


ク 

=n 、 

♦温風の循環を妨げるものびない場所に設置してください。 f 

♦列気に接する窓の下や壁面に設置すると効果的です。 f 

云— 

■i 



r - I 


各部のなまえ 



/ \ \置台 

ヒ^>エン h / \フ□ントパネル 

温風空気取入口 



お使いになる前に 


A 






















各部のなまえ 


操作部•表示部のなまえと使いかた、「点'灯」 • 「点滅」の意味 


' デジタル表示部 1 

(ID ( JIE ) 

H 温度表の 


設定温度…目む〜28でまで 

:? C 。 ：> n 

設定温度を選択できまず。 

L J 。 L U 

室内温度…日む〜32でまで 

設定温度室內温度 

表 71^ します。 


(M ) 嚇 

0。广1广1 

I QUUl 

設定温度室內温度 

3: 卜 ! r 

設定温度室内適度 

dD 嚇 

C 。〇广, 

し U。U ( J | 

設定温度室內温度 

dD 嚇 



dl ) 


設定温度室巧温度 

di ) 嚇 

打 5 

設を温度室内温度 


■現在時刻表示 
現在の時刻を表示します。 


■3 時間燃焼終了時の表示 
「3化-」を表示します。 


■タイマー運お時刻表示 

タイマー時刻表示は点滅します。タイマー 
運転終了時には、 

「 Wr 」を表示します。 

■給油に関ずる残り燃焼時間 
残り時間を表示しまず。 

※油切れ時は「- J を表示します。 


■故障•異常により自動消乂したとをの表 
巧（エラー表示） 

自己診断機能により、故障時には「,5-な」 
〜 「 f - 5'」を表示します。 



給油ランプ 


♦油タンクび空になって消乂する1日分前に点灯と同時に「ピー」音び 
鳴り、給油の必聲を予告します。 

点滅(運転中） 

♦時間延長（給油延長）ボタンを押すと点滅し、給油延長（最大約日日分 
延長）運転中を表示しまず。 

点滅(運転停止） 

♦油がなくなり自動消火しました。（日秒間「ピー」音び鳴0ます） 

11ページ参照 


設定湿度室内溫度 
湿度‘時刻台わせ 



[ SF 巧3抄巧し 

巧 1 j イルドみク 



TOYOTOMI 


6 




















—_ 換気 ランプ _ 

点滅（運転停止）…室内の空気び、酸素不足状 

能で才。 

♦窓やドアを開けて充分に部屋の撰気をしてく 
ださい。 

♦撰気ランプにたよ5ず1時間に1〜2回は必ず 
部屋の換気をしてください。 


_ ひかえめ運転ランプ _ 

点灯…ひかえめ運転モードに設をされています。 
15ページ参照 


なをセづランプ 

点灯…灯油セーブ運転中 


_ひかえめ運転ボタン 

ひかえめ運転の設定•解除をおこないます。 
1日ページ参照 


__ :!:」畑でーフ巧タン _ 

灯油セーブ運転の設定•解除をおこないます。 
1目ページ参照 


_ 運転ス イッチ 

♦一度押すと 「入—」 

•をう一度押すと「切里」 
になります。 

点滅 . 予熱中 

点な . 運転中 


消灯 . 消火 

14、17、18、19、20ページ参照 


_温度•時計表示 

デジタル表お部の表示の容をおしまず。 


—温度/時刻合 わせボタ ン _ 

室温の設定、時刻の設定に使いまず。 

♦室温設定の場合 

設定温度をお好みの温廚こすることびできます。 
感 あるいはのボタンを押して合わせて 
<ださい。 

•時刻設定の場合 

@あるいは@1のボタンを巧して合わせて 
ください。 

13、16、17ページ参照 


消臭点火 • 時間延長（給油延長）ボタン 


重転スイッチ 
「入」 


堇乾スイッチ 
「切」 


♦燃焼中に押したとさか6、再度別き間の燃焼継続び可能になります。 

19ぺージ参照 

♦タイマー燃焼から、通常運輸こ切り替えるときに巧します。 

18ぺージ参照 

♦給油延長運転をするとさに押します。 

11ぺージ参照 

♦消臭点火をするとさに巧します。 

♦消臭点火を辭除するとさに押します。 

14ぺージ参照 

ソ 

\ 


チャイルド□ックボタン 

設定•解除をする場含は3砂し U 上押しまず。 


2日ぺージ参照 


タイマーボタン 

タイマー運転をおこなラとさに使います。 
] 7、18ぺージ参照 


消臭ラ;/:7 _ 

♦点な…消臭点火に設定されています C 
•点滅…消臭機能作動中。 



14ぺージ参照 


チャイルドランプ 


a 


点灯…チャイルド□ック作動中 
消な… チャイルド□ック解除 


a 


タイマーランプ 


お使いになる1刖に 


中 


的 

_綱け中 
中げ時定 
_磯の了設 
_待中終を 
1転転転刻 

ni it il SJ 

遺遺遅庚 

M -- 

7 7 ブブ 
个イイイ 
タタタタ 

♦ ♦ミ 

み 減 



















お使いになる前の準備 


製品と同姻品を取り出します 


♦包装箱か5すべての徊包材を取り除さ、製品に傷をつけないよ 
ラに取0出してください。 

同時に取扱説明書と□金開閉具を取り出してください。 

♦詳しくは、包装箱上面に表示してある r 包装の内容」を参照して 
<ださい。 

♦包装箱や砸包材は保管するとをにご利用ください。 

麻に5しに 


♦ 



®燃料は'な油( J 旧1号な油)を必ず使用してください。 

® 変質打油、不純な油は、絶対に使用しないでください。 


A 危険 


I ★ガソリン使用禁止！ 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないでください。少量の混入でち、 
火災の原因にな D ます。 


wm 1 


•変質灯油、不純な油〔灯油し U がの油-水-ごみび混 
入した灯油など）は、絶対に使用しないでください。 
臭萬燃焼や故障の原因になります。 

•助燃剤(添加物)は使用しないで < ださい。 

異常燃焼を起こすおそれがあります。 

® 灯油の保管のしかた 

♦口油はおず火気、 

雨水、ごみ、局温 
および直射曰光を 
避けた場所に保管 
して < ださい。 

♦灯油容器内の灯油 
びかないと温度変 
化により結露して 
水びたまることび 
あります。 

•灯油の容器は専用のをれいな容器を使用してくださ 
し、。また灯油容器は必ず J I S 認定品で色つさの灯 
油専用容器を使用して < ださい。 

私 


0 



口油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(火の気のない所でおこなつてください） 


〇 W ミ由 X ガソリン 



濡れたままでず。 J すぐ乾いてしまいます 。I 


良い保管 


直射日光、雨水び当た 
らず、乂気のないを暗 
所へ保管 



圆 


悪い保管 


直射曰光、雨水の当た 
るべランダなど、室が 
の保管 
















変質丹油とは 




不純な油とは 


はいな油。 
灯油） 


(2 年が上越した 


♦長期間、曰光の当たる場所や 
温度の高い場所に保管したな 
油。 

♦容器のふたび開けてあったり、 
乳白色の容器で保管した巧油 
は変質しやすい。 

変質のひどいをのは黄色日ホを 
おびた0、ずつぱいにおいび 
します。 



使用禁止 


♦灯油ががの油（ガソ U ン、 
シンナー、天ぶ5油、機 
械油、重油など）びほん 
の少しでち混入したな油。 

♦水やごみび混 
入した灯油。 



使用禁止 



(!) 変質な油や不純《了油を使用ず 
ると 




>変質灯油や不純な油を使用しますと、パ‘ 
—ナ ーに 多量の タールび たまり、 点火し 
な<なった0、燃焼び悪<なった0、激 
しいにおいびしたりしまず。 

>水の混入した灯油を使用しますと、がび 
ルさくなり火び消えてしまいます。又、 
油タンクに灯油が鶏っているのに、「給油 
ランプ」が r 点な」することびあります。 


寒)万一変質灯油やす純な油を使 
つたときの処置のしかた 


お願い 


1 油タンク、油受け、油受けざ5内の惡い 
な油を抜さ取り、良質のな油で内部を2 
〜3回洗ってからご使用ください。 

に4ページ参照） 

2 悪いな油を振を取っても効果のないとき 
は、販売店までお問い合わせください。 




変質阿油や不純な油び原因でアフター サービスを 依頼され たと さは、保証期間中でち有料修理となり 
ます。 


お使いになる前に 


A 








油タンクを取り出ず。 

給油口 □金を左「〇」へ回して取 
りはずず。 

♦給独口□金を取0はずす前に、先端の弁部を 
巧すと、給油ロロ金び開けやすくなります。 

附属おの「口金開閉具」を使巧しまずと、灯油 
で手を巧さないで給油ロロ金の開閉びでさます。 

3給油ずる D 

市販の給油ポンプの先端を止まるまで軽く差し 
込んで、油量計を見なび5給油してください。 

(ホースび扳けないよラにミ主意しなびら給油し 
てください。） 

♦灯油は油量計の上部(ち図給油位置 ♦) まで 
給油して < ださい。 

入れ過ぎますと、あ成れ出ることびあります 
ので充分注意して給油して < ださい。 

/-お願い- N 

•油タンクの中にある r こぼれま撞」の弁び、給 
油□近くまで上びっているとをは、弁を下へ 
押し下げて < ださい。 

♦油タンクの中にあるにぼれま栓」は、給油口 
口金びがれたとさに、油漏れを防ぐ装置でず 
_ので、取りがさないでください。_ イ 

4給油ロロ金を締める。 

給油□口金をち「〇」に回して確実に綿めてく 
ださい。 

♦こぼれたな油はよく拭き取ってください。 

□金開閉具^ 
㈱ 圆 。を 

★給油□□金は、斜めに締めたり、締めつけび 
不完全ですと、油漏れによる火災の原因にな 
ります。また、違った給油□□金を取り付け 
ますと油び出な < なります。 




wm 


2 □を開閉具 


給油□□金 




□金開閉具 


給油□□金, 


關置計] 



♦給油位置 


満量の位置 


5油漏れのないことを確認ずる< 

口金開蘭具を取 D はずし、給油口□金を下 
にして油漏れのないことを確認してか6、 

ス I -ーブに正し<静かにセツトします。 
★油び漏れる状態で使用しないでください< 
火災のおそれびあ0ます。 


^油漏れ 

' v 確認/ 

給油□□金/ 


C 本機の給油□□金） 








給油の目安（給油延長運転) 


油タンクの灯油び空になっても、油受けざ5のな油を燃焼させて、最大約即 
分の延長燃焼ができます。 


1油タンクの'な油が少なくなると、「給油ランプ」が 
「点好」し、「ピー」音が連続して鳴り、「デジタル表 
お部」に残り燃焼時間(分）「 ぶ」を表示します。 

•運転スイッチを押して消火してから、給油してください。 

★給油しませんと、2分ごとに「ピー」音び鳴ります。約1日分後に「給油ラ 
ンスび r 点滅」し、「デジタル表示部」の残り燃焼時間表おび「 ---- 」と 
なり自動消火します。 

2給油延長運起をずるとを 

油タンクのな油びかなくなり r 給油ランプ J び r 点好」した！5、「時間延長(給 
油延長)ボタン」を押しまずと、給油延長運転をして最大約加分間の燃焼継 
続をします。 

r 給油ランスび r 点滅」し、「デジタル表示部」の残り燃焼時間表示(分)が変 
わ0まず。 

鶏り燃焼時間が1日分に(下になると、2分ごとに「ピー」音び鳴ります。 

♦約日日分故内に、運転スイッチを押して消火してから給油してください。 

★給油しませんと、約郎分後に、「給油ランスび r 点规し、「デジタル表 
示部」の残り燃焼時間表示び「 -- -• 」となり自動消火します。 


♦ r 時間延長(給油延長)ボタン J を押すと、時間延長(燃焼)も同時にセット 
されまず。 ___ 

(19 ページ「消し忘れ消乂装置の使し、看守参照） 

♦給油延長運転中は、室温に関係なく最小燃焼 ( r 微弱」または r ミニ」)運転 
をします。 



★ストーブを持ち運ぶときは必ず消火をし、 
本体温度び充分下がってか5、電源プラ 
グをコンセントか6振いて、油タンクを 
取り出して、ス I -ーブを傾けないよラ静 
かに運んでください。灯油びこぽれて乂 
災になるおそれびあります。 


〇 

指示 



主運転里 

(M> 


II] 


設定湿度室巧湿度 

温度•時刻さわせ 
時分 



さげるあげる 
( ii > p 間延： 

3段1巧し 



cil>* 

鶴 


TOYOTOMf 


デジタル表示部 


お使いになる前に 

運転スイッチ 


時間延長ポタン 


給油ランプ 















お使いになる前の準備 


点义前の準備 


1水平の確認をする。 

•ストーブは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

ストーブが、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、がず確かめてください。 

♦ストーブを傾いた状態で使用しまずと、対震自動消火装置び誤作動することびあります。また、転 
倒しやすく、異常燃焼の原因になりまず。 

2電源プラグを電気のコンセント(家庭用 lOOV ^ _ 

AC 100 V ) に確実に差し込む。 rf ^ ^——/ 


•「ピー」音びします。 ( M > c ® 

♦「デジタル表示部」に「 ---- 」び r 点灯」します。 I -- : - 

(消臭ランプも「点な」します。） 設定湿度室の温度 

-お願い- 

★電源プラグを、絶対に、200ボルトのコンセントに差し 
込まないでください。感電-火災-故障の原因になりま 
ず。 

★コンセントびゆるんでいたり、差し込みび不充分ですと、 

電源プラグが過熱し、熱変形ずることびあります。この 
よラなとさは、必ずお買い上げの販売店に修理を依頼し 
て < ださい。 

お部屋のコンセントを必ず修理してください。 

女 輩源コードに傷を付けたり、束ねたり、巧ったり、重い 
物をのせたり、加工しないでください。感電や火災の原 
因にな0まず。 

女 他の電気器具と同時に使用ずるとをは、ご家庭の安全器 [p 

〔ブレーカー)の容量をこえないよラにして < ださい。 をぉ麵^ 



電源フラグ 


★電源プラグを破くとさは、電源コードを引っ張って振か 
ないでください。断線、発熱、発火の原因になります。 


★熱に弱いジユータンや床の上で長時間使用すると、床面 
が変色したり、そり返ることびありますので熱に強いマ 
ットなどを敷いて < ださい。 



タコ足配線 
は危険 



§ 

0 


A 




3 現在時刻を設定しまず。 

di 現在時刻が午後7時10分の場合 强嚇 

①®または@のボタンを一度押ず。 

「ピー」音がして「時計」表示び「点滅」します。 

( D デジタル表示を見なが5@のポタンを押して巧 
に合わせる。 

( D デジタル表示を見ながのポタンを押してぶ 
にちわせる。 

• ra - @のボタンは、一度巧すごとに1時間または1分間ずつ進みます。 
押し続けますと連続的に進みます。 

•時刻合わせをずる攝合は、 r 時計」表示び r 点咖している間。卿よ間)に感. 
@)のどち5かのボタンを押してくださし、。 

時刻合ゎせびでさなかった墙合は、をラー度@または@)のボタンを押 
してやり直してください。 


® r 時計」表示が、「庶威」か引点好」に変わり、設定が 
完了します。 

^-お願い- N 

★ストーブの時刻表示び狂ったり、タイマー点火時刻び狂った D ずる場合 
は、電源プラグを一度振いて、ちラー度差し込み直して、時刻を設定し 
てみてください。それでも直6ないとさはお買い求めの販売店までお問 
い合わせ < ださし、。 

★ストーブに巧めて通電したとさや、停電後や、電源プラ （1 量） dE ) 
グを损いて再通電した場合、デジタル表おはち図のよう r ~ 777] 

に表示され、「時計」表示び r 点打 J しますので、現在の時 i 一;叩室が 4 
刻を設定してください。 


★省電力機能 


•時計表示中に、 5 分間経過しまずと、省電力機能が働いて、デジタル表示部 
が r 消灯」して、電力の消費をおさえまず。（※チャイルド□ック設定になって 
し、る時はチャイルドランプは「点幻'」したままになりまず。） 

時計表示を確認したい場合は、操作部の運転スイッチ政外のどれかのボタン 
を押すと表示しまず。運転スイッチを押すと点火動作に入ります。 

(運転中及びタイマー待機中この機能は働きません。） 


ぶ 







使いかた 


TOYOTOMt 


点乂（通常運転) 


•最初の設定は、消臭点火モードに設定してありますので、最初から r 消臭ラ 
ンスが r 点灯」します。 

「消臭点火」は、点火までの時間を約1日日秒にして、予熱を充分におこない、 
点乂時のにおいを少なくする点火ち法です。 

①「運転スイッチ」を押して r 入」にずる。 

• r ピー」音がして懼転スイッチ」び「点滅」しまず。 

♦ r 温度」表をが「点好」し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示し 
まず。 


油タンクにな油びあるのに r 撒 由 ランスび r 点讯及は「点している場を 
は、油受けを取り出し、ごみや水を捨て打油で洗淨してください。 

(24 ページ参照） 


( D 約150秒後に自動的に点乂し、「運転スイツ升が「点 
'な」に変わりまず。 

I ★消臭点乂解除方法 I 

♦r 運転スイツチ」 が 「切」 の時に r 消臭点火ボタン J を押ずと 、 r 消臭ランプ」 び 
「消な」 して消臭点火モードび解除され、点乂までの時間び約9日砂と短くなり 
まず。 

室内温度げ目で政下の場含は、点火までの時間び、約1日0砂のままです。 

/-お願い-^ 

★初めて運転ずるとさや、製品を移動ごせた0、激しい振動び加えられた 
あとに運転するとさ、白煙(灯油の蒸気)や臭気び出ることびありまず。 
これは、移動、振動によりバーナ ー( 燃焼部)内に落ちた余分な油び蒸発ず 
ることによるもので、一度点火し、を分な油びなくなれば白煙や臭気は 
なくなります。この様な場合は白煙、臭気びなくなるまでは(窓をあけ 
るなど、 ） 換気をおこなってください。 

★点火時にバーナ ー( 燃焼部)内で、「ボツ」と言う音やローゴー」と言う音 
びします。これは点火を確実にするためで異常ではあ0ません。 

女点火時には少しにおいびあ0ます。 

★燃焼中「チツチツチツ」と言ラよラな音びすることびありまずび、電臟ポ 
ンプの音でず。また、燃焼中に r ジユツ、ジユツ」■「シャンシトン」など 
の音がする場合びありますび、これはな油び嘉発する音です。異常では 
ありません。 

■消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火後3時間で自動消火を 
します。燃焼を継続する塌含は消火する前に [^r 時間延長ボタン」 を 
押して < ださい。 

詳しくは19ページを参照してください。 

★ガラス炎筒に水をかけたり、衝撃を加えないでください。割れることび 
あります。ストーブを運転する前に、ガラス炎筒び割れていないか確認 
し、割れていれば、修理(交撰）してください。 


湿度•時刻含わせ 
時巧 



@運転スイッチ 「温度表示 


給油ランプ 



消臭ランプ 


Ik 










★ス I ブを使用するときは、正常に燃焼しているか、ガラス炎筒内のおのが態をおず確認し 
て < ださい。 


〇 


にこに表示した状態は「強燃焼」のが態でず) 



使用禁止 





• 青炎燃焼でがの先端に多少 
黄炎びはいる。 

• ヒートエレメントびほぼ均一 
に赤熱し、 炎の伸びや、 燃焼 
音びルさい。 



• ヒートエレメントの赤熱び 
悪く、燃焼音び大さい。 

•ヒートエレメントに達するほ 
ど'炎び高く伸び、炎を(本び黄色。 

• ヒートエレ;>< ントび極端に赤<、 
黄色巧を帯びていて、とをど 
さエレメントの巧から炎び 
飛び出す。 

• r ピー」と言うよラな異常音 
びずる。 

•燃焼用空気び多すざる。 

• 燃焼用空気不足。 

•燃焼 U ングの取り付け不良。 
•ク□スマットの浮を上り。 

•販売店にご相談ください。 

•燃焼空気取入口（給気フィ 
ルター）を掃除する。 
•販売店にご相談ください。 


室温の調節（運転中にしかできません） 


♦設定温度にコント□-ルするたゆに、自動のに r 強」 撮大川 中」•「弱」•「 微亂 •「ミニ」 撮ル)運転を 
くり返します。 

•設定温度は目む〜28で、室温表示は日む〜32でまで表示しまず。 

\ _ / 

★邸避羣転方を] 

•r 運転スイツチ」 び r 入 J の 時に r ひかえめ運転ボタン」を押ずと、「ひかえめ運乾ランプ」 が 「点灯」 してひか 

えめ運転モードになります。 

運転中に室内温度び、設定温度に達して、約30分間安定しまずと、設定温度を約]で下げて、燃焼状態 
を]段階下げて、節約する運転方法でず。 

※ひかえめ運転中は、設定温度を約1ご下げていますび、設定温度表示は変わりません。 


ぶ 



















使いかた 


①@または@ボタンを一度巧ず。 

♦「ピー」音がして「温度」表示び、「点滅」します。 

( D 温度を上げるとを。 

•デジタル表示を見なびのボタンを押す。 

( D 溫度を下げるとき。 

♦デジタル表示を見ながのボタンを押す。 


-お願い- 

★室温が約18む似下では r 微弱」または r ミニ J 燃焼しないことびありまず。 
★遍廣調節は溫風空気取入□付近の温度を感知しておこないますので、ス 
トーブの位置や部屋の大ささによって、必ずしを、「デジタル表示部」の 
室内温度表示と、室温とは一致しません。 


温度設定しない場合や停電や電源プラグをおいた禮に再運 
転ずる場合は、 r 抓」 (2 日で）び設定温度となります。 

但し、時計-温度記憶機能で前回の設定温度を約3日分間は 
記憶しています。 


( M > 嚇 

I ；» 广| • I ni 
Ic u- I ul 

設を温度室の湿度 


♦温度設定をする攝合は「温度」表示び「点減 J している間(約1日砂間）に 
@ボタンのどちらかを巧してくださし、。 

設定でさなかった場をはをラー度巧して、やり直してください。 

♦-度温度設定しまずと、その湿度を記憶していますので変更をしなし、限 
り、「消火」機再運転する場合、同一設定温度になりまず。 


灯油セーブ運転は設定温度よりわ室温び約3で上昇しますと「消义」して無駄な暖房を抑えます。 
灯油セーブ運転を解除していないが態で運転したとさに、室温び設定温度より3で政上高い場合は、 
運転ランプは r 点灯 J しますび運転はしません。 

また、室温が設定温度まで下びりますと、自動的に再点火さはます。 


(4) 「な油セープボタンを押しまず。 （口油セ-ブ運転の設定及び解除は運転中にしかおこなえまはん。 ) 
• r 灯油セーブランプ」が「点な」してセツトされまず。 

★解除する場合は再度「灯油セーブボタン」を巧してください。 


'灯油セーブ運転 













入 運ぉ切 
^連斬 £3 

(M)_ 獅 

\ B ： 3Q 


設定湿度室内湿度 





3巧巧し 


〇りイルトみ 



〇 


TOYOTPMi 


★タイマー運転をずる場含は、13ぺージ I 3現 在時刻を設定 しまず I に従って、 
時刻合わせをしてからでないと運転でさません。 

★タイマー点火時刻を設定しないと、デジタル表示部に r ら-か*」び表示されま 
す。 


■タイマー点火時刻は、 5 分おきにしか設定で走ません。 

このス1-ーブのタイマー運転は、ファジーコント□-ルでお部屋の大ささ 
とその時の室温により、自動的に点乂時刻をミ夫定し、設定の時刻には、お 
部屋を暖か< しておさます。 

通常、タイマー運転設定時刻の 0 分か 525 分前に運乾を開始します。 


m 午前6時3日分に設定したいとき 
①「タイマーボタン」を押ず。 

•このとをデジタル表示部の表示び「 -- --」に変わり、 

「タイマーランプ」び「点滅」します。 

屋)デジタル表示を見ながのボタンを巧して S 
に含わせる。 

( D デジタル表示を見ながら@のポタンを押して 5' な 
に含わせる。 


♦ iW ) -獲 のボタンは、一度押すごとに1時間または日分間ずつ進みま 
す。巧し続けますと連続的に進みます。 

♦時刻食わせをする塌合は、デジタル表示部のタイマー時刻び r 点滅」して 
しぶ間納1日砂間）に (( y ) ■減のどち5かのボタンを押してくださし、。 

•設定でをなかった場合は、わラー度「タイマーポタン」を押してやり直 
して < ださい。 


( D デジタル表示部のタイマー時刻が「点滅」している 
間に、「運睹スイッチ」を巧して「入」にずる。 

♦約10砂ほど経過すると「タイマーランプ」び r 点：0」し、デジタル表示は現 
在の時刻を表示してセツトび完了します。 



設を温度室の温度 


タイマー運転のしかた (タィマ-を使用して暖房を始めたいとき) 



デジタル表示部 



タイマ—ランプ 


使いかた 


運転スイッチ 









使いかた 


★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば変更しない限り、 「タイマーボタン J を巧して 
デジタル表示部のタイマー時亥りの r 点滅 J 中(約1 日 秒間）に 、 r 運転スイッチ」 を r 入」 にするだけで同一 
時刻で設をび完了します。 

女「運転スイッチ J を巧して、 「運転スイッチ」 び 「点滅」 しているときに r タイマーボタン」 を押すと 「タイ 
マーランプ J が r 馬滅」 し、約1日秒程度経過すると r タイマーランプ」 び 「点灯」 し、セットが完了します。 

★タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなって<ださい。 


_ タイマー運転の解除のしかた _ 

タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前にタイマー運転の解除あるいは通常運転をおこない 
たし、場ら。 

1 r 運転 スイッチ J を押して 「切 J にする。 一 〔タイマー運転の解除〕 

2 r 運転 スイッチ」 を再度押して r 入」 にする。-^〔通常運乾開始〕 


タイマー運転の注意事項 


女タイマー運転をした塌合点乂後約1時間後に自動的に消火し、 「タイマーランプ」 び r 点な」 し、デジ 
タル表示部の 「。ふ-」 表示び r 点灯」 して、他のランプは全て r 消灯」 します。 

連続運転するときは、タイマー運転の点火時より1時間政内に r 時間延長ボタン」を押してください。 

♦これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼ずると、空気不足で危険となるためで、手を触れ 
ない塌含は、自動的に消火します。 

♦残り燃焼時間び 1 日分になると r デジタル表示部 J にぶ. 3 ••- /と表示し、 2 分毎に「ピー」音でお 
知らせします。 

★通常運転中に r タイマーボタン」 を押すと、 「消火」 して 「タイマー運転」 の待機状態になり、タイマー 
運転時刻に自動的に点火します。 

(但し現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態になりません。） 

★タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または消火時に 「タイマーボタン」 を押すと、1日砂 
間表示します。 

★タイマー運転操作後に停電びあったとさや、ストーブを揺6して対震自動消火装置が作動したとき、 
電源プラグを抜いたときは点火しません。 

この場合は、再度13ぺージ ['3 ' 現在時剔を5定します 1 を読んで、時刻合わせからおこなってく 
ださい。 


公 









が .。00 


を定湿度室內温度 

温度•時刻台わせ 
時巧 



ESS) 3 巧巧し 

〇りイルド□巧 


①「運輯スイッチ」を巧して「切」にする。 

♦このとさデジタル表お部は現在の時刻を表示し、「消臭ランプ」び「点滅」 
して、消臭機能の作動を表示します。 

♦消火後、約120秒間巧流用フアンは回転し続けまず。その後自動的に停 
止します。（この間、消臭ランプは点滅しています。） 

消义時の注意 



女(移動するとをなど)消火後、対流用フアンび止まるまで、電源プラグをコ 
ンセントから抜かないでください。音び出たり、炎び出たり、ススび発生 
して再点火後に安を装置が作動してエラーで停止することびあります。 
(25 ぺージ1異常を去、窥デをタル表を夕見かを）1参照） 

女緊急のときを隙いて、消火は必ず「達転スイッチ」を使用してください。 
電源プラグを披いて消火させないで < ださい。 


を 

ル 

表 

示 

部 


〇タイマう 
〇 もセ-ヴ 
〇むかえホ 



-お願し、- 

★消火操作をしたとさは「運転ランプ J の「消灯」とバ-ナー内の火び消える 
ことを確認してください。 _ 

★消火時にはバーナ ー( 燃焼部)内で r ボッ」と言ラ音や「ゴーゴー」と言ラ音 
がします。これは消火を確実にするためで異常ではありません。 
★点火してすぐに消火操作をしたとさ、さつい臭気び発生ずることがあり 
ます。点火辕約2日分はできるだけ消火しないでください。 

★長期間留守にすると舌は、必ず電源プラグをコンセントか5抜いておい 
て < ださい。 


★消乂後ずぐに再点义ずると、異常音が出ることがありまずので、しばらく 
(約1日分)待ってか6再点火してください。 

★ストーブび廳かいラちに巧点火操作をした時の予熱時間は約40秒です。 


dD 


TOYOTOMi 


消し忘れ消乂装置の使いかた 


★消し忘れによる、万一の事故を防止ずるために、点火してから3時間燃焼が 
継続ずると、「デジタル表示部」に r 3, SV 」 を表示して、自動的に消义します。 
•残りの燃焼時間が、10分になると「デジタル表示部」に数字で巧 ■ S • • • I' 
と表示します。 

•この間、2分毎に r ピー」音でお知らせしまず。 

〇消乂する前に r 時間延長ボタン」を巧ず。 

♦その時点か5再度3時間の燃焼継続び巧能になります。 

•自動消火した場合は、「運輯スイッチ」を押し直してください。 


ClD 


3 :H 


設定温度室の温度 

OiD cfg ) 


設定温度室內;品度 


消义後再点乂するときの注意 


消义のしかた 


運転スイッチ 



使いかた 






使いかた 



チャイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って運転スイッ 
チを押してを点火しないよラにしたいときに使用しまず。 


チャイルド□ックの機能 


1運転中にチャイルド□ックを「セット」したとき。 

♦「運転スイッチ J で r 消火」のみびでをまず。 

♦設定温度の変更など他の操作はでをません。 

2消乂中にチャイルドロックを r セット」したとき。 

♦すべての操作びでをません。 

3チャイルド□ック中に点火もしくは再点乂したとき。 

♦デジタル表示部にに,-む-」び表示され点火しません。 


チャイルド□ックの使用は、こ尹 r チャイルド□ックポタン」を3砂し义上巧 
すことで、「セット J 又は r 解除」びでをます。 

田=皂> 3巧巧し 

「セット」…〇チタルト如「チャイルドランスび「点灯」。 

KF ® 3ゆ巧し 

「解除」...〇チド□い r チャイルドランスび「消灯」。 


換気ま意表 71 ^の見方 


★聞め切った部屋などで長時間運転をすると r 換気ランプ」び r 点滅」し「ピー■」 
音が已砂間鳴って運転を停止し、「デジタル表示部」の「 -- --」び r 点滅」しま 
す。 

「換気ランスにたよ5ず、1時間に1〜2回は必ず部屋の換気をしてください。 


dD 


設定湿度室内温度 


(M) 


チャイルド□ックの使いかた 


運転スイッチ 


チャイルドロックボタン 


デジタル表示部 


チャイルドランプ 


公 









安全装置 

女ま全装置が作動ずるのは巧目かの異常があるときですから、下記の処置をしても正常にならないと定は、 
お買いホめの販売店にご相談ください。 

★再点火操作とは一度 「運捉スイッチ」 を 「切 J にしてから再び押し直して 「入 J にすることをいいます。 


( 安全装置名 

はた 5 さ 

処 置 ' 

巧震自動 
消火装置 

♦運転中にス1ブ本体び地震(震度約日政上)や 
強い振動、衝撃を受けたとさ、义災などの危険 
を防ぐために自動的に運転を停止します。 

♦地震によって作動した場合は、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 

油のあふれなど、異常びない 
ことを確認した後、再点乂し 
て < ださい。 

す完全燃焼 

♦換気不良、手入れ不良、その他の異常によりバ 


•作動した場含は、燃焼空気取 

防止装置 

ーナー部への空気の供給び不足したとさ不完全 


入□(給気フィルター)の掃除 


燃焼による危険を防止するちのであり、自動的 


をし、部屋の換気をしてか6 


に燃焼を停止します。 


毎点义して < ださい。 


この装置は、あくまでもす完全燃焼による危険を防止するため 


(22、23ぺージ参照） 


のものであり、使用中は必ず1時間に1〜2回換気して、新鮮 




な空気を補 お 

ミして < ださい。 

. . ... ... ■ ■ - — • - 



点火 ま 全 

♦点火ヒー ター の赤熱不足や、パ’ーナーヴー S ス 


♦点火ヒーターの故障び原因で 

装 置 

夕の不良による点火不良。 


運転を停止したとさはバーナ 


♦点火ヒーター•電磁ポンプ’プ□アモーターなど 

一 底のク□スマットに灯油び 


の故障により点火しないとさに、運転を停止し 

しみこんでいまず。 


よ 9 0 


完全に乾燥させてか5、ご使 




用 < ださい。 




(販売店にご相談ください） 

停電安全 

♦運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電源 

♦再点火操作をしまず。 

装 置 

が切れたときは、自動的に運転を停止します。 


♦現在時刻の設おとタイマー運 


毎び通電されてち運転しません。 


転時刻の設定をや0直します。 


•タイマー運転中に停電があった場合、タイマー 

り3、1目、17ページ参照） 


運乾は解陈されます。 



燃焼 制御 

♦燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停止 

•再点火操作をします。 

装 置 

させる安全装置でず。 



過熱防止 

•ファンモーターの故障や異常燃焼などの原因で 

•温風空気取入□のほこりを取 

装 置 

ストーブび異常過熱したとを、乂災などの危険 

り除いてか5、再点乂操作を 


を防ぐために燃焼を停止します。 


します。 




巧3ベージ参照） 

消し忘れ 

♦消し忘れによる危険を防止ずるために、点乂し 

•消火ずる前に「時間延長ボタ 

消火装置 

てから3時間、燃焼び継続すると自動的に燃焼 

ン」を押す。 


を停止します。 


♦消火した場合は、再点火操作 




をします。 




(19 ページ参照） 
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点検.手入れ 


定期点検のおすすめ （2 シーズンに1回程度) 


長期間ご使用になりますと、機器の点検が必要です。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
ををにお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、又は 
修理資格省〔(目才)日本石油燃焼機器保守協を (TEL 03- 34 朋 -2928) でおこなう技術管理講習を修了者(石 
油機器巧術管理±)など〕のいる店、当社などに点検依頼されることをおすすめしまず。 


曰常の点検•手入れ 


★点検•手入れをずるとをは、必ずストーブを消乂し、 電源 プラグをコンセントか 5 抜いて、本体温 
度が巧分下がってか5おこなってください。やけどや感電をするおそれがあります。 

★部品に触るときれ内部を掃除ずるときは、手をけびしないように、手袋をはめておこなってください。 
★本体をベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色しまず。 

★電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


周囲の可燃物 


油漏れ、油のたまり、油のにじみ 



•ストーブについたほこりやミちれは、掃除機で吸 
い取ったり固くしぼった;'1れ雑巾などでふさお 
って< ださい。 

ミちれたままのご使用は危険のちとですし、スト 
ーブのいたみを早めます。 


•万一油漏れによって、油のたまり、油にじみび 
生じていると走は、消火操作をし、原因をたし 
かめ防漏処置をし、油漏れびなくなったことを 
確認してか6点火操作をしてください。 



♦油タンクの給油□□金の弁 
部などに、ごみびはさまつ m 
ている場合びありますので 
取り除いて < ださい。 


押ず 


1週間に1回な上 




燃焼空気取入 □ (給気フィルター）の掃除 


♦本体側面にある燃焼空気取入口(給気フィルター)に、ごみやほこりび目づま 
りしますと、燃焼用の空気量び減って点义時に白煙び出たり、燃焼中に不完 
全な燃焼となり炎び高く伸びたり r ピー」と言ラよラな異常音びすることびあ 
ります。 

燃焼空気取入口(給気フィルター)に付いているほこりを、電気掃除機などで 
吸い取ってください。 













時々、給気フィルターをはずして掃除してくださし、。 


給気フィルターの目の中びつまっている 
場合びありますので、やね5かいブラシ 
などで、給気フィルターの目のつまりを 
掃除して < ださい。 

(光にかざして目づまりびきれいになつ 
たか確認してください。） 


--お願し、- 

★巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

ミちれび取れないときは、洗剤で洗って、よく乾かしてからご使用ください。 
★取りはずしたとさは、必ず元どおりに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されまずと、異常燃焼の原因になりまず。） 




温風空気取入□の掃除 


♦本体背面にある温風空気取入□にごみやほこりび目づまりしますと、温風用 
空気量が減って過熱防止装置びはたらしに消火します。 

対流用フアンが停止していることを確認してから温風空気取入口に付いて 
いるほこりを、電気掃除機などで吸い取ってください。 



1箇月に1回上 


ガードと反射板の掃除（必ず手袋をはめておこなってください) 


♦パイプフレームは取 D はずせません。 

♦ガード端の 上下 2箇所をしっかり持ち、手前にガ 
ードをみく 5ませ、パイプフレームの2箇所の巧 
か5ガードを取0はずします。 

★左ちどち5か5でをガードは取りはずせます。 


♦ガードや反射板にほこりやミちれび付着した場合は、 
やわ5かい巧で掃除して < ださい。 

★反射板にほこりやミちれび付着すると、反射率び悪 
<なります。 

-お願い- 


★このとさ必ずストーブを消火し、本体温度び 
充分下がってからにしてくださし、特にガラ 
ス炎筒は、温度び下げるのび遅いですから、 
やけどには充分気を付けておこなってくださ 
し、。 


パイブ/ 

フレーム 







ガードを手前に引きます。 




ガードの掃除 


点検•手入れ•アフターヴービス 


公 









点検-手入れ 


温風吹出口（ルーバー）の掃除（必ず手袋をはめておこなってくださし、) 


♦温風吹出 □ (ルーバー)びミちれたり、ほこりび付着した 
塌合は、電気掃除機や、固くしぼった姑れ雑巾などで 
ふを取ってください。 

お願い 


★このと舌必ずストーブを消火し、温風吹出□(ル 
—バー)が冷えてか6おこなって < ださい。 
やけどをするおそれがあります。 



油受けの掃除 


♦油受けは！ n 油は通しますび水は通しにくいフィルターででをています。油 
叟けに水やごみびたまると、油タンクにな油びあるのに、「給油ランプ」び 
「点な」することびあります。 

♦「油タンク」を取り出してから、「油到ブ」を傾けないように取り出し、たま 
つた水やごみを取り除いてください。 

{ -お願い- N 

★油受けは、水で洗わないでください。必ずな油で洗ってください。 



ミす震自動消乂装置 


•燃焼中にス I -ーブをゆすって、自動的に消乂ずるかを点検してください。 
♦自動的に消火しますと、「デジタル表示部」に「 f - SJ を表示します。 


1シーズンに！〜2回む上 


_ _ 油タンク、油受けざ！5の掃除 __ 

•油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ポンプ等で油タンクや油受けざ E ) 巧の水やごみを取り除いてくだ 
さい。 

油タンク内のわずかに残った灯油は、油タンクに給油口 □金を取り仰ブ、油受けを給油□口金に巧し当て、 
油タンクを左ちにゆすって抜いてください。 


























故障.異常の見分けかたと処置のしかた 


安全装置が作動すると、自動消火しまず。また、デジタル表示部に故障■異常の原因が表示[エラー表示] 
されます。繰り返し表示するとさや運転しないとをは、お買い求めの販売店へご連絡ください。 


今 

今 

今 

=> 

=> 

-N 

— N 


— 

— N 
— N 

— f \ 

—K 

— 1/ 
— N 

― i / 
— K 
—1/ 
.~ N 

— 1/ 


異常のお知らせ（デジタル表示の見かた) 


( 処置方巧 1 

♦しば5く待ってから再点义操作をしてください。 

参温風を気取入口、温風の出口（ルーバー）の掃除を 
して < ださい。 

(23、24ベージ参照） 

♦ス1ブ①周囲の障害物を取り除いてください。 

♦運転スイッチを一度 r 切 J にしてから現在時刻•タイ 
マーお义時刻*室温設定をしてください。 

参電源プラグなど里源をご6挂認 < ださい。 

•電気系統の故障です。お買いボめの販売店まで「デ 
ジタル表示」などをご連絡ください。 

♦修理が必要でず。お買いずめの販売店または別紙の 
お客様相談窓口一廣まで、「デジタル表示」などをご 
連絡ぐださい。 

•しばら<待ってから再点义操作をしてくだをい。 

参お買い求めの販売店または別紙のお客様相談窓□一 
おまで、「デジタル表示 J などをご連結ぐださし、。 

♦ストーブが傾いていないか確認してか5、泻点乂操 
作をして < ださい。 

•燃焼空気取入口（給気フィルター）、ミ由受けの掃除を 
してください。（22、23、24ページ参照） 

参修理び必要でず。お買い求めの販売店または別紙の 
お客様相談窓口一段まで、「デジタル表示 J などをご 
連絡ください。 

♦ス! — プの周囲の障害物を取り陈いてください。 

♦窜気系統の巧隋でず。お買いホめの販売店または別 
> 紙のお客様相談窓口一覧まで r デジタル表示 J などを 
ご連結ください。 

♦燃焼空気取入口（給気フィルター）、油受けの掃除を 
してください。（22、23、24ぺージ参照） 

> ♦修理が必要でず。お買いボめの版売店または別紙の 
お客様相談窓口一賀まで、「デジタル表示」などをご 
連結 < ださい。 

) ♦運転スイッチを r 切 J にして、チャイルド□ックを辭 
除してください。 （20 ページ参照） 

> ♦運転スイッチを r 切 J にして、タイマー点火時刻を設 
定してください。07ぺージ黄照） 

. ♦おやドアを開けて巧巧に部屋の換気をおこなってか 
ら巧点火操作をしてください。 

> ♦灯油を給油してか日巧点火操作をしてくだをい。 

> ♦再点火操作をしてください。 

> ♦再点义操作をして < ださい。 

> ♦操作部のいずれかのボタンを巧してください。 

\ ノ 


( デジタル表示 

点な(点滅)の意巧 1 

E -0 

♦過熱防止留置が作動しました。 : 

F -0 

♦停電消义を里源が入りました。 : 

E - 1 

♦ルームサーミスタか‘断捕しました。 : 

，ご-/ 

•バーナーげ予熟不足でず。 

•パーナーヴー5スタが断線しました。 : 

♦点义ヒーターが邮線しました。 

ら -? 

•消义後ずぐに再点义操作しました。 - 

♦点义巧を装置び作動しました。 - 

一 

•地おにより消乂しました。 

♦本体を傾けたり、強い振動、衝裝びちえ6 : 
れ消火しました。 

ら-ら 

♦不完を燃焼防止装題が作動しました。 三 

E -1 

•室温が33でな上になりました。 : 

E-Ei 

♦ブ□アモーターが停止しました。 

E -3 

♦点火巧を皆顆げ作動しました。 

こ _ 

♦チャイルド□ック中に運転スイッチを r 入 J 
にしました。 

♦こ♦ごい 

♦タイマー点义時刻げ設定されていません。 

• • • • 

♦室内が'酸素不足でず。 

) て一表示点滅 

給油ランプ 

♦灯油びな< なり消义しました。 

IHr 

タイマーランプ 

♦タイマー運転が銘了しました。 

が r 

♦消し忘れ消火装置にて消火しました。 

[全消灯 

♦省電力機能が作動しました。 （13 ぺージ参お） 


点横•手入れ•アフタ—ヴ—ビス 


















故障.異常の見分けかたと処置のしかた 


処置方法 


部屋の巧分な換気を 
する 


こぼれたな油をきれ 
いにふをとる 





フィルターを掃除す 
る(22、23ぺージ参照） 


市販の給油ポンプで 
水混入の灯油をすつ 
かり巧く 


油タンクとミを受け內 
の水を取り除く 


〇 再点乂操作をする 

S-S 


停電復帰後、再点乂 
U 操作をする 


。電源プラグをコンセ 
ントに差し込む 


変費な油やで純な油 
を良質の灯油に入れ 
0 かえる 

販売店にご相談くだ 
さい 

操作部のいずれかの 
〇ボタンを巧してくだ 
さし、。 （13 ぺージ参照) 

正しい給油ロロ金を 
取付けてください。 
(10 ぺージ参照） 


現象 


原因 


電源プラグをコンセ 
ントに差し込んでい 
ない 

停電した 

対震自動消乂装置が 
作動した 

油受けに水が入った 


油受けざ5に水が入 
つている 


燃焼空気取入□(給 
気フイルター）の目 
づまり 

油タンクに'な油がな 
い 

I 灯油が油タンクの出 
し入れでこぼれた 

換気不良 


変質な油やす純'灯油 
を使った 


省電力機能が作動し 
ました 


給油ロロ金が間違つ 
ている 


表中の， 5 表示は、「デジタル表示」（エラー表示)を示します。 


故障かなと思ったとさに 


運 

転 

ス 

ジ 

チ 

が 

点 

M 

し 

な 

い 

点 

乂 

し 

な 

い 

点 

乂 

時 

に 

白 

煙 

が 

出 

る 

〇 



〇 







〇 







〇 

. 


〇 










〇 








突然ずベてのランプが消える- 
燃焼音が大きい， 
置台に油にじみがある； 
使用中急に消える 
使用中室内びにおラ i 
換気ランプび扁滅ずる_ 


が 

が 

局 

< 

が 

び 

る 

黄 

火 

で 

ち 

を 

る 

給 

油 

ン 
プ 
が 
点 
ミ域 
す 
る 












〇 




〇 

〇 




_。 








〇 



• 




〇 


炎が大さくならない 〇 


6 









1 ストーブを消火し、ストーブが巧分冷えてか S 、 電源プラグをコンセントか 6 
抜く。 

2燃焼空気取入□(給気フィルター)、温風空気取入口、温風吹出口(ルーバー)、 

電源プラグに付着したほこりやミちれを掃除してください。 

♦燃焼用空気取入□(給気フィルター)は布なのでふくのはおがめください。かえって目づまりします。 

3油タンク、油受けざ S 内のホ了油、ごみ、水気を取り出ず。 

♦鐘や巧あをの原因にな0ます。 

4器具の表面をよくふいて、ミちれを取る。 

♦固くしぼった濡れ雑巾や、薄地た中性洗剤液で巧れを取0、乾いた巧で水気をみ舌取ってください。 
〔シンナー、ベンジン等ではふかないでください。） 

5包装箱に入れて保管ずる。 

♦□金開閉具は、紛失しないよラに、本体の背面にある □金開閉 
具取が 巧に弓 I っ掛けて保管しておくと便利でず。 

女口金開閉具についたな油は、よくみさ取ってください。 

♦湿気の少ない所に保管してください。 

♦傾けたり、横にしないで<ださい。 

抜けされなかった好油が漏れることびありまず。 

★取扱説明書-保証書を必ず保管してください。 

廃棄するとき 

24ページ I 油-タンク、油受けざ 5 の撮隐 I の項を参照して、 油 タンク、油受けざら巧の丹油を抜き取っ 
てから廃棄して < ださい。 g 


口金開閉具取付巧 



部品交換のしかた 


部品交換のとをのを意 


♦部品交換や修理をお受けになる場合は、曰本石油燃焼機器保守協尝でおこなラ技術管理講習会修了 
者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨しまず。 

女不完全な修理は危険です。 

女故障したをのは使わないで<ださい。 


♦短時間に消耗する部品は特にありませんび、交換部おび必要な場合は、お買い求めになった販売店 
にご相談ください。 

★部品はおず純正部品(指定された部品)をご使用ください。 

★部品を交換ずるとをは、ス!-ーブを消火し、本体び充分冷えてから、電源プラグをコンセントから 
振いておこなって < ださい。 


保管のしかた(長期間使用しない場台) 


★ストーブを保管する場合は、のページ 点検•手入れ の項を参照して、ストーブの手入れをして 
から保管してください。 

女いたんでいる箇所は必ず修理をしてか5保管してください。 


点検•手入れ•アフタ—サービス 













□金開閉具 n 個 


停電ま全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘れ消义装置 


巧震目動消乂装置、点义安全装置、燃焼制御装置、過熱防止装置、 


4 A 


最大燃焼時 36 C 1 B 最ル燃焼時24づ己 


電源電圧及び周波数 
定 格 

消費 電力 
騒音値（正面）※ 


局さ48已 mm 幅已 88 mm _奧行320 mm (置台をきむ) 

_些 kg 

100 V ■ 己 0/60 HZ 
点火時 320/320 W 燃焼時 22/2] W 
最大9己0/9日日 W (点火初期に短時間発生）待機時日. 8/0.7 W 


燃焼織続時 
外 お 寸 
質 


_ 4.9 L _ 

13.4 時間馈大燃焼時) 


1 .02 kW 


0.099 L/h 
3.7 目 kW 


0.36 己 L/h 


な油 （ J に1号) 


使 用 

燃料消費量 


電効点乂 


ポット式-強制通気形-強制対流形 


LR -38 



















アフターサービス 


•添付しております保記書は販売店で所定事頃を記入してお渡ししまずので、お愛け取りください。 

記載内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

女保 iE 期間はお買い上げの曰より1年間です。 


_ 修理を依頼ずるとき 


♦, 故障•異常の見分けかたと処置のしかたの日ページ)に従って、お調べください。直らないときは、ご 
使用を中止し、おず電源プラグを振いてか5、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

①品名…石油ファンヒーター(強制通気形開放式石油ス1ブ） 

③型式の呼び… LR -38 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ、おところ、電話蕃号 

♦修理に隙しましては保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただきます。 
♦保証期間び過ぎているとさは、修理ずれば使用でをる場合には、ご霜望により有料で修理させていただ 
をます。 

•修理斜金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 


女石油ファンヒーターの補修巧性能部品の保有期間は製造巧切り後目年です。 
♦補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品でず。 


•このフアンヒーターは電源周波数弧、抓 Hz とを同一仕様です。 

★電源周波数の異なった地域への転居でわそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地か5の転 
居は再調整び必要でずので、別紙の[■お客插相談窓巧^覧]までご相談ください。 


階_|5章•1廖理の際を驾錢網 

アフターサービスについてわか5ない場ちは、お買いボめの販売店、または、もよりの r 量 snn 白 
一藍1(別紙参照)までお問い含わせください。 







点橫•手入れ•アフタ—サ—ビス 










LR -38 取扱説明書 



•石油 フアンヒーターの 補修 

* 長年ご使用の石油フアンヒ-夕—の点検を！ ！|麗離黯期瓣 


ご使用の際 
このよラなことは 
あ0ませんか 


♦油漏れする。 

♦燃焼中強いにおいがする。 
•おが異常に黄色い。 

•予熱時間が異常にながい。 
•運転中異常な音がずる。 
♦その化の異常-故障びある。 




故障や事故防止の 


ため、コンセント 

ご使用 

か5電源プラグを 

中止 

抜いて、必ず販売 


店に点検 • 修理を 


ご巧頼ください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

LR -38 

お買上げ年月日 

\ 

年月 曰 

お買上げ店名 

(電話番号） （ ） 一 

_ J 


株式会社 1-31-5 

本 社 名古屋市瑞穂区桃園晒日番17号 
干4巨7—08已已 TEL <0已2>8吕2— 1144 
FAX <052)822-2742 


巧 


II II 1巧式をなトヨトミは快擅巧巧の一巧としてこの巧®説明#は巧生紙を度用してし、ます。 


古の< A ブ£る餐100乂 S まはを任巧 






